
社 会 科 学 習 指 導 案 

第４学年 
【単 元】特色のある地域の人々のくらし－みなかみ町－「（５）ア（ア）・（イ），イ（ア）」 

考察   知識及び技能    思考力，判断力，表現力等    学びに向かう力，人間性等  

育成を 
目指す 
資質 
能力 

  ・みなかみ町に住む人々は自然環境を保護し
ながら地域の観光業を発展させようと努め
ていることへの理解と，地形図や統計等の
資料で調べ，まとめる技能 

   ・みなかみ町に住む人々の生活と観光業
の取組や自然環境の保護とを関連付け，
みなかみ町に住む人々の生活の特色を
考え，表現する力 

   ・みなかみ町に住む人々の生活について
主体的に調べ，問題を解決しようとす
る態度と，地域社会に対する誇りと愛
情 

 

    
   

      
子どもの 
実態 

  ・これまでの生活経験や既習内容から，みな
かみ町の地形や気候など，おおまかな自然
環境について理解している。 

・地図や統計等の資料から，みなかみ町の位
置や人口を読み取ることができる。 

   ・伝統的な地場産業とその地域に住む人
々の生活とを関連付けて，その地域のま
ちづくりの特色を考えてきた。 

・自然を保護することの大切さは考えら
れるが，そこに住む人々の工夫や努力と
の関連にまで考えが至っていない。 

   ・みなかみ町に住む人々の生活の工夫や
努力について，疑問や調べたいことを
もち，問題を主体的に追究している。 

・みなかみ町は観光地として有名なまち
であるため，その地域に対する興味・
関心が高い。 

 

             
価値   ・みなかみ町は温泉やスキーが有名な観光地であり，子どもたちにとっても「上毛カルタ」の「み」の札で観光が盛んな土地であるイメー

ジをもちやすい地域である。子どもたちは，群馬県内のおおまかな土地ごとの様子について，生活経験や社会科の既習内容から思い浮か
べられるものの，その土地と人々の生活とのつながりまでは普段の生活の中で考えることは少ない。このような子どもたちが，自然に特
色のある地域の人々の生活について，自分たちが住む群馬県のみなかみ町を例にして，自然環境やその保護，観光業の取組を調べること
は，そこに住む人々の工夫や努力を見いだしたり，それぞれの相互の関係や，国民生活とのつながりを考えたりすることにつながる。こ
れらのことは，そこに住む人々の工夫や努力によって現在の社会の一端が担われていることへの気付きを促し，地域社会に対する誇りや
愛情を養うことにつながる。 

 

   ・みなかみ町について調べたことを総合する
ことで，自然環境に特色のある地域の人々
は，それらを保護・活用して，観光業を発
展させているという概念的知識を得ること
ができる。 

・雨温図や関係機関が発行するパンフレット
等の資料で調べたことを整理することで，
そこに住む人々の生活の工夫や努力をまと
める技能を身に付けることができる。 

   ・みなかみ町の人々の生活と観光業の取組
や自然環境の保護とを関連付けて追究
することで，そこに住む人々の工夫や努
力によって，自然環境を保護しながら観
光業を発展させ，持続可能な産業にしよ
うと努めていることを説明することが
できる。 

   ・みなかみ町に住む人々の生活の工夫や
努力を調べた上で，それらと自らを含
む人々の生活とのつながりを考える
という学習の過程により，群馬県の自
然環境に特色のある地域やそこに住
む人々の工夫や努力に対する誇りや
愛情を養うことができる。 

 

    
   

      
 

見方・考え方  みなかみ町の自然環境やその保護，観光業の取組に着目して，そこに住む人々の生活の様子やその特色を捉え，それらと国民生活とを関連
付けたり総合したりしながら考えること。 

 

今後の学習  ４年「特色のある地域の人々のくらし」で，国際交流に取り組んでいる地域の人々の生活の特色を考える学習へと発展していく。 
  





本時の学習（５／６時間目） 
  

ね ら い みなかみ町に住む人々の自然環境を保護するための取組と観光業とのつながりを整理しながら話し合うことを通して，自然環境を保護したり活用した
りして，持続可能な観光業を行おうとしていることを理解する。 

 
 評価項目 自然環境を保護しながら，持続可能な観光業を行おうとしていることを記述している。                    ＜学習シート①＞ 
 

学習活動と子どもの意識 指導上の留意点 

１ 本時のめあてをつかむ。  ○自然環境を保護するための取組を調べ，観光に来る人への影響を
考えるという本時の学習の見通しをもてるように，学習問題や振
り返りシート見直すよう促し，本時の学習で行うことを問いかけ
る。 

 
 
 

 ・みなかみ町は自然環境を生かした観光業を行っていたな。そのためには，自 
然環境を守らないといけないな。今日は自然環境をどうやって守っているか 
を調べて，それと人々の生活のつながりまで考えよう。    （問題意識） 

 

 

２ 自然環境を保護する取組について調べ，人々の生活とのつながりを話し合う。 
・みなかみ町は，利根川の水源になっているところだし水辺の整備をしっかりし 

ているのだね。 
・そうだね。その水を守るために森の間伐もしっかりしているのだね。いつも林 

業をしている人以外でも間伐ができるように，研修会を開いて，地域の人たち 
がより多く関わって，森林の管理がしやすくなるように努力をしていることも 
分かったよ。 

・いろいろな取組があるけど，『みなかみ・水・「環境力」宣言』や『奥利根水 
源憲章』などのきまりを作って，自然環境を守ろうとしたり，その取組や大切 
さを広めたりもしているのだね。 

・そうだね。だから，ユネスコエコパークにも登録されて，今も，自然と人間が 
共生して持続可能なまちにしようとがんばっているのだね。 

・だから，自然環境を生かしたラフティングやキャンプ，紅葉を見るなどの観光 
ができて，多くの人が楽しめるようにしているのだね。 

○みなかみ町の自然環境を保護する取組があたえる影響について，
自らの考えやその根拠を視覚化しながら考えられるように，自然
環境を保護する取組と観光業とのつながりを整理する学習シー
トをロイロノートの共有ノ－トに配付する。 

○子どもたちが，自然環境を保護する取組について自らの関心度の
高さに応じて調べられるように，ロイロノートの資料箱に自然環
境を保護する取組や，その目的について書かれた資料を内容ごと
に分類して用意しておく。 

○自然環境を保護する取組と観光業とを関連付けて考えられるよ
うに，その取組が観光業にあたえる影響や因果関係を問いかけ
る。 

○それぞれの小集団で見いだした，自然環境を保護する取組と観光
業とのつながりの共通点を見いだせるように，それぞれの小集団
の考えを，取組の内容ごとに類型化して板書し，それぞれを比較
するよう促す。 

○自然環境を保護する取組と観光業とのつながりから本時のまと
めができるように，自然環境を保護することが観光業や観光客に
与える影響からまとめを文章化するよう促す。 

・みなかみ町に住む人々は，自然環境を保護して，それを活用しながら観光業を 
行い，これからも多くの人たちが楽しめるようにしているというつながりがあ 
るのだな。                    （問題解決をした意識）

 
３ 本時の学習の振り返りをする。 

・みなかみ町の自然環境を守ることで，自然を生かした観光業がこれからも続けて
できるようにしているのだな。そのおかげで川下りやスキーなどをこれからも楽
しむことができるのだね。 

○本時の学びと自らを含む人々の生活とのつながりを見いだせる
ように，「本時の学習から分かったことと人々の生活とのつなが
り」という視点を提示し，振り返りを記述するよう促す。 

 

めあて：みなかみ町の人々はどのようにして自然環境を保護する取組と観光業にはどのようなつながりがあるのだろう。 


